
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
４

月
２
日
（
火
）
18
時
30
分

よ
り
高
松
市
「
Ｊ
Ｒ
ホ
テ

ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松
」
に

お
い
て
新
入
組
合
員
79
名

の
歓
迎
会
を
盛
大
に
開
催

し
た
。

本
年
度
も
新
規
採
用
者

に
全
員
加
入
い
た
だ
く
中
、

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶

に
立
っ
た
中
濱
委
員
長
は
、

祝
辞
の
中
で
「
Ｊ
Ｒ
四
国

は
発
足
27
年
目
を
迎
え
、

新
た
な
支
援
の
も
と
、
四

国
の
人
に
愛
さ
れ
、
必
要

と
さ
れ
る
鉄
道
を
目
指
し
、

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

今
後
皆
さ
ま
は
そ
れ
ぞ
れ

の
職
場
に
配
属
さ
れ
る
わ

け
で
す
が
、
そ
こ
で
の
行

動
や
発
言
が
、
Ｊ
Ｒ
四
国

の
顔
と
な
り
考
え
方
と
し

て
一
人
歩
き
を
始
め
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か

ら
、
常
に
地
域
の
方
や
社

会
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
と

い
う
高
い
規
範
意
識
を
持
っ

て
業
務
を
遂
行
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
鉄
道
事
業
の
最

重
要
課
題
で
あ
る
「
安
全
・

安
定
・
安
心
輸
送
の
確
保

を
常
に
意
識
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
職
場
で
「
プ
ロ
」
を

目
指
し
、
若
い
力
で
元
気

な
Ｊ
Ｒ
四
国
を
創
っ
て
下

さ
い
。
」
と
激
励
の
言
葉

を
贈
っ
た
。

そ
の
後
、
浅
岡
書
記
長

に
よ
る
乾
杯
の
発
声
に
よ

り
、
新
入
組
合
員
と
会
食

を
交
え
て
自
己
紹
介
を
行

う
な
ど
、
歓
迎
会
は
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
20
時

に
終
了
し
た
。

今
後
、
新
入
組
合
員
79

名
は
研
修
セ
ン
タ
ー
を
修

了
し
、
各
職
場
に
配
属
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
関

係
支
部
・
分
会
・
青
女
役

員
の
指
導
・
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
新
た
な
仲
間
の
紹
介
】

（
順
不
同
敬
称
略
）

池
田

達
朗

大
下

佑
也

替
地

幸
佑

合
田

雄
亮

武
田

成
史

橋
本

克
樹

原
田

康
平

石
山

亜
弓

清
水

北
斗

髙
島

朋
江

髙
田
し
の
ぶ

田
中

智
大

谷
井

俊
輝

徳
弘

祥
太

西
浦

慧

濵
田

悠

村
井

妙

和
氣

佳
紀

濵
田

容
輔

浅
田

稜
介

太
山

敦

藤
田

佑
樹

宮
地

憂
樹

秋
田

大
介

漆
原

勇
汰

岡
崎

元
気

角
山

翔
太

川
城

慎
二

近
藤

洋
平

佐
々
木
椋
堂

重
富

亨
介

田
所

和
憲

豊
田

矩
之

藤
田

卓
士

松
清

晋
也

松
澤

唯
衣

宮
崎
可
奈
子

薮
内

美
紀

山
本

直
人

吉
原
千
香
子

大
久
保
隆
太

越
智

俊
弘

黒
川

次
郎

伊
藤

大
輝

入
福
土
生
旺

岩
本

拓
哉

植
松

昴
生

戎
井

紀
貴

大
北

成
彦

大
野

陽
介

大
原

一
浩

奥
田

拓
哉

尾
上

和
樹

清
本

隆
輝

近
藤

直
樹

酒
井

翔
司

下
坂

大
将

菅

勝
樹

十
川

健
太

宝
田

聖
也

田
中

鉄
也

中
條

剛
士

辻
村

謙
汰

利
根

孝
典

野
尻

佑
介

畠
山

啓
太

原

銀
士
郎

藤
岡

祐
自

藤
川

将

藤
本

和
也

正
岡

志
紀

松
浦
莉
恵
子

松
本

裕
樹

三
木

尚
彦

三
原

一
将

森

祐
樹

安
田

裕
騎

横
田

海

渡
壁

祐
太

第
７
回
本
部
執
行
委
員

会
は
、
３
月
15
日
（
金
）

13
時
よ
り
本
部
一
階
会
議

室
で
開
催
さ
れ
た
。

経
過
報
告
と
議
事
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
拡
大

（
経
営
協
議
会
）

・
効
率
化
施
策

・
事
業
計
画
（
ジ
ェ
イ

平成２５年度新入社員全員加入！
～新入組合員歓迎会を盛大に開催～

入社おめでとう！

第
７
回
本
部
執

行
委
員
会

開
催



ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
団
体
交
渉
）

・
13
春
闘
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国

バ
ス
）

（
県
協
定
期
委
員
会
・
春

闘
討
論
集
会
）

・
香
川
、
愛
媛
、
高
知
、

徳
島
県
協

（
青
女
）

・
本
部
青
女
冬
季
レ
ク

・
本
部
青
女
レ
デ
ィ
ー

ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
共
闘
）

・
Ｊ
Ｒ
連
合
四
国
地
方

協
議
会
第
21
回
定
期

委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
四
国
地
方

協
議
会
２
０
１
３
春

季
生
活
闘
争
討
論
集

会

（
組
織
）

・
全
分
会
長
会
議

（
政
治
）

・
四
国
の
鉄
道
を
考
え

る
国
会
議
員
連
絡
会

（
総
務
）

・
書
記
会
議

（
教
育
）

・
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」

コ
ー
ス

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
賃
金
専
門
委
員
会

・
政
策
委
員
会

・
安
全
対
策
会
議
・
業

種
間
安
全
検
討
会

・
私
傷
病
共
済
運
営
委

員
会

・
政
策
Ｐ
Ｔ

・
組
織
・
財
政
検
討
委

員
会

・
国
会
議
員
懇
談
会

・
グ
ル
ー
プ
春
闘
決
起

集
会

【
議
事
】

①
36
協
定
の
妥
結
承
認

に
つ
い
て

②
安
全
・
事
故
防
止
に

関
す
る
職
場
諸
問
題

の
集
約
に
つ
い
て

③
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
後

の
問
題
点
等
の
集
約

に
つ
い
て

④
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
第
32

回
定
期
大
会
の
召
集

に
つ
い
て

⑤
平
成
25
年
度
新
規
採

用
者
の
全
員
加
入
に

向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て

⑥
新
入
社
員
歓
迎
会
の

開
催
に
つ
い
て

⑦
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
管
理
者
コ
ー
ス
」

の
開
催
に
つ
い
て

⑧
第
17
回
Ｊ
Ｒ
連
合
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ

い
て

⑨
第
12
回
Ｊ
Ｒ
連
合
青

年
・
女
性
委
員
会
研

修
会
の
開
催
に
つ
い

て
⑩
Ｊ
Ｒ
連
合
ユ
ー
ス
ラ

リ
ー
の
開
催
に
つ
い

て
⑪
支
部
対
抗
軟
式
野
球

大
会
の
開
催
に
つ
い

て
⑫
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

⑬
そ
の
他

・
平
成
25
年
４
月
期

の
職
場
対
話
行
動

日
程
に
つ
い
て

・
２
０
１
３
年
度
Ｊ

Ｒ
私
傷
病
共
済
の

加
入
者
募
集
に
つ

い
て

・
「
四
国
再
発
見
」

増
収
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
つ
い
て
（
執

行
委
員
会
見
解
）

・
第
２
回
組
織
財
政

専
門
委
員
会
の
開

催
に
つ
い
て

・
次
期
（
第
８
回
）

執
行
委
員
会
の
開

催
に
つ
い
て

・
第
１
回
本
部
組
織

対
策
委
員
会
の
開

催
に
つ
い
て

・
そ
の
他

平成２５年度「四国再発見」増収キャンペーン

目標額の早期達成に向け
全組合員一丸となって取り組もう！

平成２４年度は、対本州輸送や通勤・通学輸送は堅調に推移しているもの

の、高速道路料金割引施策の継続や高速道路の更なる延伸等により、厳しい

状況が続いています。そのような中、経費節減への取り組み及び鉄道建設・

運輸施設整備支援機構特別債券の利息収益により、決算見込みは３期ぶりの

経常黒字を見込んでいます。

また、鉄道運輸収入については、四国再発見増収キャンペーン等の各種施

策に積極的に取り組んだ結果、２２６億円となる見込みです。

平成２５年度は、景気回復が未だ見通せない中、長引く低金利、高速道路

料金割引施策の継続に加え、本四高速道路の料金割引の動向によっては、鉄

道運輸収入に極めて甚大な影響が想定されます。

このような中、会社は「『安全の確保』を事業運営の根幹として、さらな

る収入の確保、経費の削減に取り組むとともに、支援措置を活用し、各種課

題の解決を図る」としています。

ＪＲ四国労組としても、責任組合として「安全・安定・安心輸送の確立」

を最優先に、事業計画・各種営業施策を共有化し、積極的に協力するととも

に、「四国再発見」増収キャンペーンへの取り組みは、雇用の確保と労働条

件の維持改善を図るためにも重要な取り組みと位置づけ、各級機関で地域共

闘を軸とした情報発信と需要喚起に努め、全組合員が一丸となった目標額早

期達成に向け、積極的に取り組むことを要請します。

平成２５年３月１５日

四国旅客鉄道労働組合

第７回執行委員会

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、

２
月
20
日
（
水
）
参
議

院
議
員
会
館
に
お
い
て
、

第
10
回
「
四
国
の
鉄
道

を
考
え
る
国
会
議
員
連

絡
会
」
（
勉
強
会
）
を

開
催
し
た
。

勉
強
会
に
は
早
朝
よ

り
、
連
絡
会
に
加
入
す

る
衆
参
国
会
議
員
（
秘

書
含
む
）
並
び
に
Ｊ
Ｒ

連
合
・
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

役
員
及
び
会
社
幹
部
ら

総
勢
15
名
が
参
加
し
、

Ｊ
Ｒ
四
国
の
現
状
と
今

後
の
課
題
等
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

座
長
に
玉
木
事
務
局

長
を
選
出
し
、
連
絡
会

を
代
表
し
て
武
内
会
長

か
ら
「
四
国
の
議
員
団

と
し
て
、
こ
の
間
特
例

業
務
勘
定
の
利
益
剰
余

金
や
税
制
特
例
の
問
題

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

平
成
26
年
度
以
降
の
高

速
道
路
料
金
を
巡
る
動

き
が
議
論
さ
れ
て
い
る

が
、
引
き
続
き
、
四
国

の
鉄
道
の
活
性
化
を
目

指
し
皆
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。
」
と
挨
拶
が
あ
っ

た
。次

に
、
主
催
者
を
代

表
し
て
中
濱
委
員
長
は

「
本
日
ご
出
席
の
議
員

各
位
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
新
た
な
支
援
措
置

等
に
よ
り
、
何
と
か
黒

字
を
確
保
で
き
る
状
況

と
な
っ
た
。
し
か
し
、

平
成
26
年
度
に
は
本
四

高
速
料
金
が
全
国
統
一

料
金
へ
移
行
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
が
実
施
さ
れ
る
と
、

他
の
公
共
交
通
機
関
は

大
き
な
影
響
を
受
け
る

と
考
え
ら
れ
る
。
是
非
、

国
策
に
よ
る
新
た
な
外

部
環
境
の
変
化
に
理
解

い
た
だ
き
、
そ
の
他
の

公
共
交
通
機
関
に
対
す

る
適
切
な
措
置
を
講
じ

て
頂
き
た
い
。
」
と
訴

え
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の

坪
井
会
長
か
ら
「
Ｊ
Ｒ

連
合
は
、
Ｊ
Ｒ
が
発
足

し
て
25
年
を
迎
え
、
中

長
期
的
視
点
に
立
っ
た

政
策
立
案
が
必
要
で
あ

る

と

の
認

識

か
ら

、

『
Ｊ
Ｒ
に
関
わ
る
中
長

期
政
策
課
題
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
』
を
結
成

し
、
国
交
省
、
Ｊ
Ｒ
各

社
、
地
方
自
治
体
等
と

の
連
携
を
強
化
し
な
が

ら
、
産
業
政
策
を
推
進

し
て
い
く
考
え
で
す
。

是
非
、
関
係
各
位
の
引

き
続
き
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。
」
と
の

挨
拶
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
四
国

の
現
状
と
今
後
の
課
題

等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
後
、
出
席
し
た
国
会

議
員
を
は
じ
め
と
す
る

参
加
者
に
よ
る
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

第
10
回

「
四
国
の
鉄
道
を
考
え
る

国
会
議
員
連
絡
会
」
開
催
！

３
月
26
日
（
火
）
高
松

市
「
シ
ー
サ
イ
ド
ボ
ウ
ル
」

に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
第
11
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
各
支
部
か
ら

選
抜
さ
れ
た
腕
ス
グ
リ
の

選
手
28
名
が
参
加
し
、
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
団
体

の
部
で
は
、
２
ゲ
ー
ム
ト
ー

タ
ル
１
４
２
０
ピ
ン
を
出

し
た
香
川
支
部
Ａ
チ
ー
ム

が
昨
年
に
引
き
続
き
連
覇

を
達
成
す
る
と
と
も
に
、

個
人
の
部
で
は
、
高
松
車

掌
区
分
会
の
橋
本
豊
氏
が

２
年
連
続
個
人
賞
に
輝
き

ま
し
た
。

〈
試
合
結
果
〉

◎
団
体
賞

優

勝香
川
支
部

Ａ
チ
ー
ム

（
橋
本
・
中
川
・

漆
原
・
秋
山
）

１
４
２
０
ピ
ン

準
優
勝

本
社
支
部
チ
ー
ム

（
市
川
・
桑
野
・

元
吉
・
藤
野
）

１
３
１
２
ピ
ン

◎
個
人
賞

ハ
イ
ゲ
ー
ム
賞

橋
本

豊
さ
ん

（
香
川
支
部
・
高
松
車

掌
区
分
会
）

２
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル

４
４
９
ピ
ン

２
位今

田
颯
一
さ
ん

（
愛
媛
支
部
・
松
山
運

転
所
分
会
）

２
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル

４
０
８
ピ
ン

３
位苅

田
健
太
郎
さ
ん

（
高
知
支
部
・
高
知
運

転
所
分
会
）

２
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル

３
９
５
ピ
ン

香
川
支
部
Ａ
チ
ー
ム
が
連
覇
達
成
！

本
部
第
11
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催



「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
で

盛
り
あ
が
る
！

私
た
ち
徳
島
運
転
所

分
会
で
は
、
徳
島
運
転

所
四
国
再
発
見
委
員
会

と
協
賛
し
、
10
月
６
日
、

７
日
で
香
川
県
さ
ぬ
き

市
の
「
ベ
ッ
セ
ル
お
お

ち
増
収
ツ
ア
ー
」
を
開

催
し
、
総
勢
43
名
の
参

加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
当
日
は
増
収

ツ
ア
ー
日
和
で
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

今
後
も
運
転
所
と
協

賛
し
増
収
ツ
ア
ー
を
展

開
し
、
増
収
へ
の
貢
献

と
徳
島
運
転
所
分
会
の

結
束
を
深
め
て
い
き
ま

す
。

徳
島
運
転
所
分
会

長
吉

俊
典

五
大
食
べ
放
題
で

盛
り
上
が
る
！

私
た
ち
徳
島
運
転
所

分
会
で
は
、
徳
島
運
転

所
再
発
見
委
員
会
と
協

賛
し
、
２
月
14
日
〜
16

日

ま

で

の

３
日

間

、

「
五
大
食
べ
放
題
・
増

収
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

開
催
期
間
中
の
現
地

は
、
前
回
開
催
の
と
き

の
よ
う
な
大
雪
に
見
舞

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
比

較
的
穏
や
か
な
増
収
ツ

ア
ー
日
和
で
し
た
。

食
べ
放
題
会
場
で
は
、

カ
ニ
は
さ
み
を
持
参
し

て
カ
ニ
料
理
を
満
喫
す

る
参
加
者
が
い
る
な
ど
、

大
変
楽
し
い
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

今
後
も
、
徳
島
運
転

所
分
会
で
は
運
転
所
と

タ
イ
ア
ッ
プ
を
図
り
、

組
織
の
団
結
と
強
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

徳
島
運
転
所
分
会

長
吉

俊
典

「
寄
せ
植
え
」
を
開
催
！

私
た
ち
多
度
津
運
転

区
分
会
で
は
、
12
月
22

日
、
23
日
の
２
日
間
、

多
度
津
運
転
区
構
内
に

お
い
て
「
寄
せ
植
え
」

を
行
い
ま
し
た
。

「
寄
せ
植
え
」
は
、

年
末
恒
例
の
分
会
行
事

で
今
回
も
多
く
の
組
合

員
が
参
加
し
、
寒
い
中
、

コ
ー
ト
を
着
て
の
作
業

と
な
り
ま
し
た
が
、
天

候
に
は
恵
ま
れ
て
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

の
中
で
お
互
い
の
親
睦

を
深
め
合
い
ま
し
た
。

今
回
、
初
め
て
参
加

す
る
組
合
員
も
数
名
い

て
、
先
輩
組
合
員
の
指

導
で
松
や
梅
・
石
の
配

置
な
ど
を
教
わ
り
な
が

ら
お
互
い
の
出
来
を
評

価
し
合
い
、
楽
し
い
２

日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
後
も
サ
ー
ク
ル
を

通
じ
て
親
睦
を
深
め
、

よ
り
一
層
の
組
織
強
化

に
向
け
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
度
津
運
転
区
分
会

須
田

幸
次

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

開
催
！

香
川
支
部
で
は
、
組

合
員
相
互
の
親
睦
・
団

結
強
化
を
図
る
た
め
高

松
地
区
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を
３
月
４
日
に
、
ま

た
多
度
津
地
区
大
会
を

３
月
８
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

こ
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
は
、
本
部
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
に
お
い
て
優
勝

を
狙
え
る
選
手
を
選
抜

す
る
と
い
う
予
選
の
意

味
も
兼
ね
て
お
り
、
各

分
会
よ
り
腕
自
慢
・
口

自
慢
の
参
加
者
、
総
勢

96
名
が
参
加
す
る
な
か
、

熱
い
投
球
、
口
撃
な
ど

熾
烈
な
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

本
戦
の
本
部
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
で
は
、
当
然

優
勝
を
狙
っ
て
い
き
ま

す
し
、
香
川
支
部
チ
ー

ム
の
ワ
ン
ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
も
狙
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
後
も
、
レ
ク
・
サ
ー

ク
ル
等
、
様
々
な
行
動
・

集
会
を
開
催
し
、
全
組

合
員
参
加
の
も
と
、
更

な
る
組
織
の
団
結
・
強

化
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

香
川
支
部

中
野

圭
司

分
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

開
催
！

私
た
ち
愛
媛
電
気
分

会
は
、
11
月
23
日
に
キ

ス
ケ
ボ
ウ
ル
に
て
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
分
会

大
会
前
の
開
催
と
い
う

事
も
あ
り
、
36
名
の
参

加
で
盛
大
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
て

き
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

で
は
、
公
平
な
あ
み
だ

く
じ
で
決
め
ら
れ
た
メ

ン
バ
ー
が
一
致
団
結
し
、

自
分
た
ち
が
一
番
だ
と

熱
く
競
い
あ
い
ま
し
た
。

中
に
は
、
気
持
ち
だ
け

が
空
回
り
し
て
、
溝
掃

除
を
行
う
人
も
続
出
し

ま
し
た
が
、
ス
ト
ラ
イ

ク
が
出
た
時
に
は
、
ハ

イ
タ
ッ
チ
で
喜
び
を
共

有
し
、
団
結
力
が
高
ま

り
充
実
し
た
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

今
後
も
愛
媛
電
気
分

会
で
は
、
様
々
な
レ
ク

を
開
催
し
団
結
を
図
る

と
共
に
、
よ
り
良
い
分

会
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

愛
媛
電
気
分
会

新

勇
二

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

「
新
年
会
」
開
催
！

私
た
ち
松
山
運
転
所

分
会
で
は
、
１
月
25
日

に
松
山
市
内
の
Ｆ
Ａ
Ｓ

Ｔ
ボ
ウ
ル
に
て
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を
、
ま
た
、

居
酒
屋
博
多
一
番
鳥
に

て
新
年
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

当
日
は
組
合
員
・
家

族
を
含
め
て
48
名
も
の

参
加
が
あ
り
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
で
は
ハ
イ
ス

コ
ア
を
目
指
し
ス
ト
ラ

イ
ク
や
ス
ペ
ア
が
出
る

と
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲

気
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

新
年
会
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
後
の
美
味
し
い
ビ
ー

ル
と
も
つ
鍋
を
囲
み
、

組
合
員
同
士
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
後
も
多
く
の
組
合

員
が
参
加
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
組
織

の
強
化
に
結
び
つ
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

松
山
運
転
所
分
会

福
岡

正
幸

「
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
」

開
催
！

愛
媛
支
部
で
は
、
２

月
５
日
に
松
山
市
中
央

公
園
・
屋
内
運
動
場
に

お
い
て
、
毎
年
恒
例
と

な
っ
た
「
分
会
対
抗
フ
ッ

ト
サ
ル
大
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
県
内
各
地
か

ら
各
分
会
総
勢
75
名
の

参
加
が
あ
り
、
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
形
式
で
８
チ
ー

ム
が
優
勝
目
指
し
て
白

熱
し
た
試
合
を
繰
り
広

げ
、
ベ
ン
チ
か
ら
の
応

援
に
も
力
が
入
っ
て
い

ま
し
た
。

日
頃
か
ら
練
習
を
積

み
重
ね
て
準
備
万
端
の

チ
ー
ム
や
、
ぶ
っ
つ
け

本
番
の
チ
ー
ム
等
様
々

で
し
た
が
、
大
き
な
怪

我
も
無
く
、
無
事
盛
大

に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

な
お
、
優
勝
は
愛
媛

電
気
分
会
Ａ
チ
ー
ム
で
、

前
大
会
に
続
き
２
連
覇

を
達
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
愛
媛

支
部
で
は
多
く
の
組
合

員
が
参
加
し
や
す
い
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
・

開
催
し
て
い
き
ま
す
。

愛
媛
支
部

野
中

研
吾

冬
季
ス
キ
ー
レ
ク
開
催
！

私
た
ち
愛
媛
電
気
分

会
・
保
線
分
会
は
、
２

月
５
日
に
久
万
ス
キ
ー

ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
毎

年
恒
例
の
合
同
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ボ
ー
レ
ク
を
開
催

し
ま
し
た
。
同
じ
工
務

系
統
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
お
互
い
に
親
睦
を

深
め
る
た
め
に
、
毎
年

開
催
し
て
い
る
レ
ク
で

す
が
、
当
日
は
、
電
気

区
20
名
、
保
線
区
12
名

の
合
計
32
名
の
参
加
が

あ
り
盛
大
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

午
前
中
は
悪
天
候
で

し
た
が
、
昼
か
ら
は
天

候
も
回
復
し
、
組
合
員

同
士
の
交
流
を
深
め
る

楽
し
い
レ
ク
と
な
り
ま

し
た
。

今
後
も
私
た
ち
は
、

互
い
の
分
会
交
流
を
深

め
、
更
な
る
飛
躍
・
発

展
を
目
指
す
た
め
、
継

続
し
て
こ
の
よ
う
な
レ

ク
を
企
画
・
開
催
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す

愛
媛
電
気
分
会

戸
城

邦
博

愛
媛
保
線
分
会

兵
藤

道
清

増
収
レ
ク
開
催
！

私
た
ち
松
山
地
区
営

業
・
事
業
分
会
は
、
2

月
7
日
、
8
日
、
9
日

の
３
日
間
、
愛
媛
県
内

子
町
の
「
下
芳
我
邸
」

に
て
組
合
員
30
名
が
参

加
し
増
収
レ
ク
を
開
催

し
ま
し
た
。

下
芳
我
邸
で
は
、
出

来
立
て
蕎
麦
や
ビ
ー
ル

を
飲
み
な
が
ら
組
合
員

同
士
の
親
睦
を
図
り
、

様
々
な
お
酒
や
ジ
ュ
ー

ス
を
互
い
に
酌
み
交
わ

し
な
が
ら
、
約
2
時
間

の
親
睦
会
も
、
始
ま
り

か
ら
終
わ
り
ま
で
盛
大

に
盛
り
上
が
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、

活
気
あ
る
松
山
地
区
営

業
・
事
業
分
会
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

松
山
地
区

営
業
・
事
業
分
会

内
藤

雅
之

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

開
催
！

本
社
支
部
で
は
、
２

月
22
日
に
シ
ー
サ
イ
ド

ボ
ウ
ル
高
松
に
て
、
組

合
員
相
互
の
交
流
を
目

的
に
『
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
８
分
会
か
ら

総
勢
64
名
が
参
加
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

今
後
も
多
く
の
組
合

員
が
参
加
し
や
す
い
行

事
を
企
画
し
、
組
織
の

強
化
・
拡
大
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

な
お
、
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
個
人
の
部
】

レ
ク
・
サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

徳

島

支

部

香

川

支

部

愛

媛

支

部

本

社

支

部



・
優
勝

事
業
開
発
分
会

森
田
明
裕
（
２
ゲ
ー

ム
合
計
３
５
６
）

・
準
優
勝

運
輸
部
分
会

元
吉
彰
二
（
同
３
４

６
）

【
団
体
の
部
】

・
優
勝

運
輸
部
分
会

戸
梶
、
桑
野
、
元
吉
、

市
川
（
同
１
２
１
２
）

・
準
優
勝

工
務
部
分
会

片
山
、
高
尾
、
山
本
、

森
安
（
同
１
１
８
８
）

本
社
支
部

幸

大

増
収
レ
ク
開
催
！

高
知
管
理
駅
分
会
で

は
、
７
月
17
日
〜
20
日

の
４
日
間
に
か
け
、
高

知
駅
か
ら
安
芸
駅
に
行

く
「
納
涼
ビ
ー
ル
・
チ
ュ
ー

ハ
イ
列
車
増
収
レ
ク
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
沿
線
風
景
の
太
平

洋
も
輝
い
て
見
え
、
冷

え
た
ビ
ー
ル
と
チ
ュ
ー

ハ
イ
が
更
に
美
味
し
く
、

日
頃
の
業
務
で
は
会
う

こ
と
が
少
な
い
組
合
員

同
士
で
の
話
も
弾
み
、

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
回
は
40
名
を
超
え

る
組
合
員
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
が
、
今
後
も
、

管
理
駅
分
会
の
さ
ら
な

る
組
織
の
活
性
化
を
図
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

高
知
管
理
駅
分
会

井
村

光
明

磯
釣
り
選
手
権
開
催
！

高
知
運
転
所
分
会
で

は
12
月
13
日
、
四
万
十

町
興
津
に
お
い
て
、
分

会
恒
例
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
「
磯
釣
り
（
グ
レ
）

選
手
権
大
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に

大
会
の
知
名
度
も
上
が
っ

て
お
り
、
今
年
は
19
名

の
組
合
員
が
集
ま
り
ま

し
た
。

毎
回
参
加
の
分
会
屈

指
の
太
公
望
と
、
今
年

か
ら
磯
釣
り
を
始
め
た

参
加
者
も
多
数
居
て
、

初
め
て
の
人
は
ベ
テ
ラ

ン
釣
り
師
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
全
員
、
大

物
が
釣
れ
る
よ
う
祈
り
、

竿
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

優
勝
争
い
は
ミ
リ
単

位
の
争
い
と
な
り
熾
烈

を
極
め
ま
し
た
が
、
先

輩
・
後
輩
の
枠
を
超
え
、

お
互
い
の
親
睦
が
図
ら

れ
た
有
意
義
な
レ
ク
と

な
り
ま
し
た
。

今
後
も
さ
ら
に
多
く

の
組
合
員
が
参
加
で
き

る
よ
う
な
レ
ク
を
企
画
・

開
催
し
て
い
き
ま
す
。

高
知
運
転
所
分
会

多
田

和
樹

増
収
ツ
ア
ー
開
催
！

高
知
運
転
所
分
会
で

は
、
高
知
運
転
所
増
収

委
員
会
と
合
同
で
、
２

月
９
日
、
バ
ス
を
利
用

し
た
「
か
に
カ
ニ
ツ
ア
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
寒
波
到
来
の

中
で
し
た
が
、
往
復
の

道
中
は
真
夏
の
よ
う
な

盛
り
上
が
り
で
、
昼
食

で
は
冬
の
日
本
海
を
バ
ッ

ク
に
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
や
甘

エ
ビ
な
ど
、
冬
の
日
本

海
の
幸
を
思
う
存
分
堪

能
し
、
そ
の
後
有
名
な

鳥
取
砂
丘
へ
も
足
を
運

び
、
自
然
が
育
む
雄
大

さ
に
全
員
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２０１３年度７月期取り組み実施中

もしものとき！ あなたの住まいと家財の補償

火災や地震・風水害の備えは万全ですか？
※ 東日本大震災２年目給付状況９９．４％ 給付金２３．３億円支払いました。

四国は東南海地震や自然災害の被害対策として取り組みます。
各加盟組合役員と同伴でＪＲ職場訪問「共済説明」を実施しています。
気軽にお声をおかけください。
未加入者対策として、火災５０口・地震２６口で取り組みを推進しています。
※現在、交運共済の火災共済加入者で、ＪＲ社宅から民間借家へ移られる方は継続変更
できます。証書再発行もできます。マイホーム購入時も交運共済へお電話１本ください。

【お問い合わせ先】
ＪＲ職域生協（全国交運共済生協四国事業本部）

ＪＲ 086-2592 （FAX） 086-2591
NTT（087）821-2163 （FAX）（087）821-2166

ユニオンスクール
「特設コース]（管理者セミナー）参加者募集

日 時：６月１日（土）
１０時３０分～１５時３０分

場 所：高松市「サンポートホール高松」
対象者：管理者組合員（現場長・助役・非現業部門の

主席クラス）
※ 詳しくはＪＲ四国労組発第８９号を参照してくだ
さい。

ＪＲ四国労組第３２回定期大会
の開催について （告示）

四国旅客鉄道労働組合規約第１９条により、
第３２回定期大会を下記のとおり招集します。

記

１ 日時 平成２５年７月５日（金）１３時から
平成２５年７月６日（土）１２時まで

２ 場所 松山市道後多幸町７－２６
「道後館」
℡ ０８９－９４１－７７７７

３ 議題 (1) 平成２５年度運動方針（案）
(2) 平成２５年度財政方針（案）
(3) その他

平成２５年３月１５日
四国旅客鉄道労働組合
執行委員長 中濱 斉
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